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調査の概要は以下のとおりである。
調査時期： 2014 年 6 月 14 日～ 6 月 22 日
調査方法： 配付回収法
調査対象： 全国の 16 歳以上の男女
調査相手： 住民基本台帳から層化無作為
 2 段抽出の 2,400 人
 （12 人 ×200 地点）
調査有効数（率）：1,593 人（66.4％）

「市民意識」に関する調査は2004年にも実施
しており2），結果の比較が可能である。本稿で
は，この10年間で日本人の政治的・社会的活

 はじめに

NHK放送文化研究所が参加している国際
比較調査グループ ISSP（International Social 
Survey Programme）1）では，毎年テーマを変
えながら，各国共通の質問文で世論調査を行っ
ている。2014年のテーマは「市民意識」で，各
国の人々が市民としての義務や責任をどのよう
に意識し，政治や社会にいかに関わっているか
などを調査した。各国の結果がそろって国際比
較できるようになるのは数年後の見通しなので，
今回は日本の結果のみを報告する。

低下する
日本人の政治的・社会的活動意欲とその背景
～ ISSP国際比較調査「市民意識」・日本の結果から～

　　世論調査部  小林利行　

NHK放送文化研究所が加盟する国際比較調査グループ ISSP（International Social Survey Programme）で
は，2014 年6月に「市民意識」をテーマに世論調査を実施した。同じテーマの調査は2004 年にも実施しており，
本稿では10 年前との比較を中心に日本人の政治的・社会的活動への意欲の変化などについて紹介し，最後の章
でその背景についても考察する。
「請願書に署名」などの政治的・社会的活動の経験とその意欲について前回の結果と比較したところ，「今までし

たことがないし，今後もするつもりはない」と答えた人が比較可能な7 項目すべてで増えていた。増加率の大きなも
のを挙げると，「社会，政治的活動のための寄付や募金活動」は38→52％，「請願書に署名」は20→28％，「政
治家や公務員に意見表明」65→73％などとなっていて，日本人の政治的・社会的活動への意欲の低下が顕著に表
れている。また，年層別にみると，40 代以下の若い世代を中心に低下していた。

本稿ではこの背景について，①政治に働きかけても何も変わらないという意識，②前回に比べて比較的安定し
た経済的状況，③若い世代を中心とした身近な世界で「満足」するという価値観の変化，の3つが重なったことが
要因ではないかと考察した。
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動への意欲や政治・行政に対する見方がどのよ
うに変化したかなどについて報告し，その背景
についても考察する。

単純集計結果およびサンプル構成は33 ～ 41
ページに掲載している。本文や図表では，ス
ペースの都合で質問文や選択肢を意訳したとこ
ろもあるため，全文を確認したい場合は単純集
計結果を参考にされたい。

 1．良い市民として重要なこと

（1）「法律・規則を守る」「脱税しない」
　    上位に

まず，日本人が良い市民であるためにどんな
ことが重要だと考えているかについてみていく。

良い市民であるために，以下のことがどの程
度重要だと思うかと尋ねた（図1）。9項目それ

ぞれについて①「まったく重要ではない」から⑦
「非常に重要である」までの7段階の選択肢の
中から1つ選んでもらった（33ページの単純集
計を参照のこと）。

このうち⑥⑦と答えた人を『重要度高』とし
て，その数が多い順に並べると，「法律や規則
を必ず守ること」（83％）3），「脱税しようとしない
こと」（82％）といった項目が上位になった。一
方，「社会的団体や政治的団体で活動すること」

（12％）や「少し値段が高くても，政治的，道
徳的，環境保護的な理由で商品を選ぶこと」

（22％）を重要だと思う人は少なかった。
 

（2）「法律・規則を守る」増加，
「政府の行動に目を光らせる」減少

「良い市民として重要なこと」の9項目につい
ては，すべて10年前の2004年の結果と比較す
ることが可能である。『重要度高』に着目すると，
変化があったのは「法律や規則を必ず守ること」

「政府の行動に目を光らせること」「自分より貧し
い外国の人たちを助けること」の3つだった。こ
のうち，特徴的な結果となった2つについて細
かくみていく4）。
「法律や規則を必ず守ること」は，『重要度高』

が79％から83％に増えた（図2）。

 

図 1　良い市民であるために重要なこと
（全体）

図 2　法律や規則を必ず守ること（全体）
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30・40代での「政府の行動に目を光らせる」の
減少。これは，40代以下の若い世代が，良い
市民のあるべき姿として，何らかの形で自らが動
くといった「能動的」な行動より，決まりを守ると
いった「受動的」な行動を重要視するようになっ
ていることを示しているのではないだろうか。

 2．政治的・社会的な活動の経験と
　  その意欲

（1）「請願書に署名した経験あり」
　　 最も多く

次に，政治的・社会的な活動の経験とその
意欲について8つの行動を挙げて尋ねた結果を
みる（図6）。選択肢は①過去1年間にしたこと
がある，②過去1年間にしたことはないが，もっ
と前にしたことがある，③今までしたことはな
いが，今後するかもしれない，④今までしたこ
とがないし，今後もするつもりはない，の4つで
ある。このうち①②と答えた人を『経験あり』と
して多い順に並べた。
『経験あり』は，「請願書に署名した」（37％）

が一番多く，次いで「社会的，政治的活動のた
めに寄付をしたり募金活動をしたりした」（24%）
となっている。

男女・年層別に比べると，男女別では変化は
なく，年層別では16 ～ 29歳で60％から77％
に増加した（図3）。

前回は，若いほど重要だと思う人が少ないと
いう傾向が顕著だったが，今回は年層による意
識の差があまりなくなっている。

 

一方，「政府の行動に目を光らせること」に
ついては，『重要度高』が2004年の55％から
51％に減少した（図4）。これは⑦「非常に重要
である」の変化（37→33％）によるものである。

 

男女・年層別にみると，男女別では2004年
から変化はなく，年層別では30・40代で減少
した（図5）。

16 ～ 29歳での「法律・規則を守る」の増加と

図 4　政府の行動に目を光らせること（全体）

図 3　法律や規則を必ず守ること『重要度高』
（男女・年層別）

図 5　政府の行動に目を光らせること『重要度高』
（男女・年層別）
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（2）「今後もするつもりはない」
軒並み増加

政治的・社会的な活動経験とその意欲の中
で2004年と比較可能な項目は，「ネット上で政
治的意見表明」を除いた7つである。このうち

『経験あり』は，「社会，政治的活動のための
寄付や募金活動」が24％と10年前の40％から
大幅に減ったのをはじめ，「請願書に署名」が
37％（2004年は49％），「政治集会に参加」が
10％（2004年は14％）と3つの項目で減少して
いる（図7）。

注目されるのは，「今までしたことがないし，
今後もするつもりはない」の変化で，比較可能
な7項目すべてで増えている。増加率の大きな
ものを挙げると，「社会，政治的活動のための
寄付や募金活動」が52％と2004年の38％か
ら大幅に増えたほか，「請願書に署名」は28％

（2004年は20％），「政治家や公務員に意見表

図 6　政治的・社会的活動の経験・意欲有無（全体） 図 7　政治的・社会的活動の経験・
意欲有無の時系列（全体）
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明」73％（2004年は65％）などとなっていて，
全体としては日本人の政治的・社会的活動への
意欲の低下が表れている。

7つの項目について「今後もするつもりはない」
の男女・年層別の結果を時系列で示したのが
図8である。

おおまかにみると，「請願書に署名」「政治集

会に参加」「デモに参加」「マスコミに意見表明」
は40代以下で，「政治家や公務員に意見表明」
は40代以下と60代で増加傾向にある。つまり

図 8　政治的・社会的活動の経験・意欲有無
「今後もするつもりはない」（男女・年層別）
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40代以下の若い世代を中心に，活動意欲が低
下している。また，「社会，政治的活動のため
の寄付や募金活動」はすべての年層で意欲が
低くなっている。

政治的・社会的活動への意欲が低下した背
景については，5章で考察する。

（3）国会に働きかける可能性
「まったくない」増加

政治的・社会的活動意欲の低下については，
「国会への働きかけ」に関する質問からも読み
取れる。
「不当だと思う法律などが国会で審議されて

いるとしたら，何かしようとする可能性はどのく
らいあるか」と尋ねたところ，『あると思う（大い
に＋まあ）』という人は18％にとどまった（図9）。

2004年との比較では，『あると思う』という人
も『ないと思う（まったく＋あまり）』という人も変
化はなかったが，細かくみると「まったくないと
思う」という人が26％と2004年の22％に比べ
て増加した。

前回も今回も『ないと思う』人が多数を占め，
全体として国会に働きかけようという意識が低い
ことが認められたが，今回はその可能性をまっ
たく否定する人が増えていることが分かった。
「まったくないと思う」を男女・年層別に2004

年と比べると，男女別では男性で増え，女性
では変化がなかった。また，年層別では16 ～
29歳で20％から30％に増加している（図10）。

前述したように，「法律や規則を必ず守るこ
と」を『重要』だと思う人が16 ～ 29歳で大きく
増加していたが，同じく16 ～ 29歳で「国会に
働きかける可能性」は「まったくない」という人
が増えている。

古市（2013）5）は近年の10・20 代について「反
発しない『いい子』『優しい子』がキーワード」
と指摘しているが，本調査でも，若い世代の
いわば“従順化”がみられた。

 3．民主主義の権利で重要なこと

（1）「すべての人に医療提供」最も多く

続いて，民主主義社会における権利で重要
だと思うことについてみていく。9つの項目を挙
げ，1章の図1の「良い市民として重要なこと」
と同じように，項目ごとに①「まったく重要では
ない」から⑦「非常に重要である」までの7区
分で尋ねた。そして⑥⑦を『重要度高』として，
その多い順に並べたのが図11である。
『重要度高』が最も多いのは「すべての人に

医療が提供されること」（80％）だった。次い

図 10　国会に働きかける可能性
「まったくないと思う」（男女・年層別）

図 9　国会に働きかける可能性（全体）
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で「すべての国民が適度な生活水準にあるこ
と」（65％）となっている。一方，これらに比べ
て「選挙で『投票しなくてもいい』という権利を
国民がもつこと」（17％）や「政府のすることに
異議があるとき，それに従わない行動を取るこ
と」（19％）は『重要』と思う人が少ない。

（2）公的な決定への参加機会を増やす
『重要』が大幅に減少

「民主主義の権利で重要なこと」の中で，前回
と比較可能な項目は4つである。このうち，『重要
度高』が変化した2つの項目についてみていく。
「人々が公的な決定に参加できる機会を増や

す」は，2004年と比べると『重要度高』が66％
から42％に大幅に減少した。中でも⑦「非常
に重要である」が45%から21％へと半分以下に
減っている（図12）。

『重要度高』を男女・年層別に2004年と比べ
ると，男女とも，いずれの年層でも減った（図

13）。年層別では，特に40代で減少が大きい
（74％→43％）。

このように，政策決定の過程に国民が参加
できる機会を増やすことを『重要』だと思う人が
減少しているのは，「参加したとしても，意見が
政策に反映される可能性は低い」と感じる人が
増えているためではないだろうか。

最近では，多くの政策について，決定前に
国民の意見を募る「パブリックコメント」が導入
されている。特定秘密保護法や東京電力福島
第一原発事故を踏まえた新しいエネルギー基
本計画などの審議過程でも，広く国民の意見
が募集された。国民の意見が実際にどの程度
政策に反映されているかを検証することは本稿
の役割を超えるが，少なくとも調査結果からは，

図 11　民主主義の権利で重要なこと（全体） 図 12　公的な決定への参加機会を増やす（全体）

図 13　公的な決定への参加機会を増やす
『重要度高』（男女・年層別）
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近年のこうした国の取り組みに「満足している」
という国民の意識はみえてこない。

（3）政府に従わない行動を取る
『重要』減少

次に，9つの項目の中の「政府のすることに
異議があるとき，それに従わない行動を取る
こと」についてみると，『重要度高』は19％で，
2004年の24％から減少した（図14）。

『重要度高』を男女・年層別にみたのが図15

である。2004年と比べて，男女とも減少し，
年層別では30・40代で少なくなっている。

30・40代に関しては，「政府の行動に目を光
らせる」を『重要』だと思う人も減少していた（24
ページ 図5）。社会の中核を担う働き盛りの世
代に，政府に対して健全な批判精神を持とうと
いう意識が薄れていることがうかがえる。

 4．政治や行政に対する見方

（1）「政治家は自分の得になることだけを
考えている」減少

この章では，政治や行政について国民がどう
思っているかをみていく。
「ほとんどの政治家は，自分の得になること

だけを考えて政治にかかわっている」と思うか
と尋ねたところ，『そう思う（「どちらかといえば」
を含む）』と答えた人は50％に上った（図16）。

しかし，2004年の56％と比べると減少して
いて，政治家に対する不信感はやや緩和されて
いた。

男女・年層別にみると，2004年と比べて男
女とも減少し，年層別では30代で少なくなった

（図17）。

図 16　政治家は自分の得になることだけを
考えている（全体）

図 14　政府に従わない行動を取る（全体）

図 15　政府に従わない行動を取る
『重要度高』（男女・年層別）

図 17　政治家は自分の得になることだけを
考えている『そう思う（「どちらかといえば」を含む）』

（男女・年層別）
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（2）行政の国民奉仕
「熱心ではない」減少

「日本の行政機関は，国民への奉仕にどのく
らい熱心だと思うか」と尋ねたところ，『熱心で
ある（非常に＋まあ）』が19％だった。これに対
して『熱心ではない（まったく＋あまり）』は59％
と，『熱心である』を大幅に上回ったが，2004
年の68％と比べると減少している（図18）。

 

『熱心ではない』は男女とも2004年と比べ
て減り，年層別では30代以下で減少した（図

19）。特に16 ～ 29歳では70％から47％へと大
きく減った。

 

「政治家は自分の得になることだけを考えてい
る」と思っている人が半数に上り，行政の国民へ
の奉仕が熱心ではないと感じている人が6割近く
を占めるなど，全体として政治や行政に対する国

民の目は厳しい。しかし，10年前と比べると，そ
の厳しさは多少和らいでいることが読み取れる。

なお，政治や行政に対する見方と，2章で
みた政治的・社会的活動意欲の関係性につい
てクロス集計をして分析してみたが，たとえば
行政の国民への奉仕について「熱心である」と
答えた人と「熱心ではない」と答えた人の間で，
請願書への署名を「今後もするつもりはない」と
答えている割合にほとんど差がないなど，この
2つに関係性はあまりないことが分かった。

 5．政治的・社会的活動意欲の
     低下についての考察

ここからは，「政治的・社会的活動意欲」が
若年層を中心に低下した要因について考察する。

低下傾向は，40年間継続しているNHKの「日
本人の意識」でもみられる6）。調査では，居住
地域に公害問題が起きたと仮定して，その対応
の仕方について，「①事態を見守る」「②議員など
に解決を依頼する」「③住民運動を起こす」の3
つから1つ選んでもらっている。1973年の結果
と2013年の結果を比較すると，「①事態を見守
る」が23％から37％に増加した一方，「③住民
運動を起こす」は36％から16％に減少した。

また，政治的な活動経験の有無について複
数回答で尋ねる質問では，40年間で「デモに
参加した」は4％から1％，「署名運動に協力し
た」は24％から16％に減るなど，ほとんどの項
目で減少している。一方，「特に何もしなかった」
は60％から72％に増加している。

このように政治的・社会的活動意欲の低下が
長期的に続いていることを念頭に置きながら，
①政治的背景，②経済的背景，③価値観の変
化の3つの面から，低下の要因を考察したい。

図 19　行政は国民への奉仕にどのくらい熱心か
『熱心ではない（まったく＋あまり）』（男女・年層別）

図 18　行政は国民への奉仕にどのくらい熱心か
（全体）
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（1）政治的背景

前回2004年の調査前は国政選挙で民主党
が躍進した。

2003年の衆院選では，自民・公明・保守新
党の与党3党がいわゆる絶対安定多数を確保
したが，民主党も選挙前より40議席多い177
議席を獲得して躍進した。翌年の参院選でも，
民主党が改選議席数を増やす一方，自民党は
減らし，自民・民主両党の2大政党化が進んだ。

選挙を通して政権交代が可能だと国民が肌
で感じた経験から，「自分の働きかけで政治が
変わる」という意識が少なくとも今回よりは強
かったと思われる。

一方，今回の調査前の国政選挙の結果は以
下のとおりである。

2009年の衆院選で民主党への政権交代が
実現したが，沖縄の普天間基地の移設問題を
めぐり鳩山総理大臣が就任からわずか8か月半
で辞任するなど混乱し，翌年の参院選では敗
北した。

政権交代からおよそ3年後の2012年の衆院
選では自民党が大勝し，自民党と公明党が政
権を奪還した。翌年の参院選でも自民党が大
勝し，衆議院と参議院で多数を占める政党が
違う「ねじれ」の状態を3年ぶりに解消した。

この出来事から，「政権交代を実現させても，
結局は何も変わらなかった」という思いを人々が
持つようになり，「行動しても無駄」という意識
を強めることになったのではないだろうか。

（2）経済的背景

次に「経済的背景」についてみる。

前回調査の行われた2004年11月は，ITバ
ブルの崩壊から立ち直り，景気回復期にあっ
たが，株価は1万900円前後にとどまっていた
うえ，完全失業率も4.5％と比較的高く，国民
が好景気を実感できなかった。

一方，今回は安倍内閣の経済政策「アベノミ
クス」などの影響で，「失われた20年」を脱す
るのではないかという期待が高まり，株価は1
万5,000円を超えた。有効求人倍率も求職者1
人に対して1件以上の求人がある1倍以上とな
り，完全失業率は前回の4.5％から3.7％に改
善した。

前回に比べて国民が経済の好調さを実感し
ていたため，「政治的・社会的な活動に参加し
て何かを変えようとしなくても，今のままでよい」
と考える人が増えているのではないだろうか。

　
（3）若年層の価値観の変化

最後に，今回の分析で，他の年層に比べて
活動意欲の低下傾向が目立った若年層の価値
観の変化について考察する。

今の若い世代は「身近な『幸せ』に満足して
いる」という指摘がある。

古市（2011）は，20代を中心とする若い世代
について「『仲間』がいる『小さな世界』で日常
を送る若者たち。これこそが，現代に生きる若
者たちが幸せな理由の本質である」と述べてい
る7）。

また原田（2014）は，現代の若者を「無駄な

【今回調査（2014 年 6 月）前の出来事】
・2009 年 8 月 第 45 回衆院選　民主大勝
  政権交代
・2010 年 7 月 第 22 回参院選　民主敗北
・2012 年 12 月 第 46 回衆院選　自民大勝
  自公が政権奪還
・2013 年 7 月 第 23 回参院選　自民大勝

前回（2004 年11月）今回（2014 年 6月）
株価（終値） 約 1 万 900 円 約 1 万 5,200 円

有効求人倍率 ※ 0.92 倍 1.10 倍
完全失業率 ※ 4.5％ 3.7％

 ※ともに季節調整値
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消費や努力をせず，過剰な希望も絶望も抱か
ない『さとり世代』」と表現している 8）。
「小さな世界」「さとり世代」といった言葉が

示すように，現代の若者は政治的・社会的な
活動への参加に消極的になっているという価
値観の変化が，今回の結果にも表れていると
思われる。

以上のように，「（1）政治に働きかけても何
も変わらないという意識」「（2）比較的安定し
た経済的状況」「（3）若い世代を中心とした身
近な世界で『満足』するという価値観の変化」
が，この10年の意欲の低下に影響していると
考えられる。

 おわりに

「シティズンシップ」，この論考で言う「市民
意識」について経済産業省（2006）は，「（前略）
よりよい社会の実現に寄与するという目的のた
めに，社会の意思決定や運営の過程において，
個人としての権利と義務を行使し，多様な関係
者と積極的に関わろうとする資質」と定義して
いる9）。またウォルフレン（1994）は，「市民」と
は「ときに不正に対して憤り，自分でなんとか
したいと思い立って，社会問題にみずから深く
関わっていく」ものだと述べている10）。

こうした視点で今回の調査結果をみれば，
政治的・社会的な活動意欲が低下傾向にある
日本人は「市民」のあるべき姿から遠ざかって
いるようにみえる。

若い世代を中心とした意識の変化について
は，バブル経済崩壊後の社会に「適応」しなが
ら身の丈に合った「幸せ」で満足しているという
捉え方もあり，こうした生き方を一方的に否定
することは難しい。しかし，受け身の態度ばか

りでは健全な民主主義を維持できないのも事
実である。内閣府は，平成26年版「子ども・
若者白書」の中で，「社会に積極的に関わろう
とする態度を身に付けるため，社会形成・社会
参加に関する教育（シティズンシップ教育）を
推進することが必要である」と述べている。

日本人の政治的・社会的活動意欲の低下は
今後も続くのか。若い世代の意識は，彼らが中
高年になった時も変わらないのか。民主主義社
会の根幹に関わる意識であるだけに，変化につ
いては敏感でいなければならないだろう。

世界の中での日本の「位置」についても気
になるところである。世界の中で日本人の政治
的・社会的活動に対する参加意欲はどの程度
のものなのか。意欲が低下しているのは日本だ
けなのか。各国のデータがそろった段階で改
めて検証したい。            （こばやし としゆき）

注：
 1） 1984 年に発足し，現在約 50 の国・地域が加盟

している。日本（NHK）は 1993 年から参加し
ている。質問文は，加盟国が出席して年 1 回開
かれる総会などでの議論を経て決定される。

 2） 2004 年調査の概要は次のとおり。
調査時期：2004 年 11 月 13 日～ 11 月 21 日
調査方法：配付回収法
調査対象：全国の 16 歳以上の男女
調査相手：住民基本台帳から層化無作為 2 段
　　　　　抽出の 1,800 人（12 人 ×150 地点）
調査有効数（率）：1,343 人（74.6％）

 3） 回答結果を足し上げる場合には，実数で足して％
を計算しているので，％を足し上げたものと一致
しないことがある。また，『　』で囲った選択肢は，
回答結果を足し上げたことを示す（以下同）。

 4） 「自分より貧しい外国の人たちを助けること」
は，『重要度高』が 26 → 29％に増加している。

 5） NHK 放送文化研究所編（2013）『NHK 中学生・
高校生の生活と意識調査 2012』NHK 出版

 6） 高橋幸市，荒牧央「日本人の意識・40 年の軌
跡（1）～第 9 回『日本人の意識』調査から～」
本誌 2014 年 7 月号

 7） 古市憲寿（2011）『絶望の国の幸福な若者たち』
講談社

 8） 原田曜平・2014 年 9 月 1 日・読売新聞朝刊
 9） 経済産業省（2006）『シティズンシップ教育宣言』
 10） カレル・ヴァン・ウォルフレン著，篠原勝訳（1994）

『人間を幸福にしない日本というシステム』毎日新
聞社
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─生活満足度─
第 1問　あなたは今の生活に，全体としてどの程度満足していますか。あなたのお気持ちに近い番号に 1つだけ○をつけてください。
	 	 2014年	 2004年
	 1.	満足している	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14.1		 	 14.1%	
	 2.	どちらかといえば，満足している	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 51.7		 	 50.0	
	 3.	どちらかといえば，不満だ	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 22.1		 	 23.1	
	 4.	不満だ	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 8.0		 	 8.6	
	 5.	わからない	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3.1		 	 3.8	
	 6.	無回答	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1.0		 	 0.4	

─良い市民として重要なこと─
第 2問　良い市民であるために何が必要かということについて，いろいろな意見があります。次にあげるようなことを，あなたはどのく
らい重要だと思いますか。Aから I のそれぞれについて，「1」（まったく重要ではない）から「7」（非常に重要である）までの番号に
1つだけ○をつけてください。

2014 年 2004 年

調査目的 ISSP（国際比較調査グループ）の加盟国が，「市民意識」をテーマに，人々の政治や社会に対する関わり方などを探る。

調査時期 2014 年 6月 14日（土）～ 6月 22日（日） 2004 年 11月 13日（土）～ 11月 21日（日）

調査方法 配付回収法

調査対象 全国の 16歳以上の男女

調査相手 住民基本台帳から層化無作為２段抽出
2,400 人（12人×200地点）

住民基本台帳から層化無作為２段抽出
1,800 人（12人×150地点）

調査有効数（率） 1,593 人（66.4％） 1,343 人（74.6％）

ISSP 国際比較調査「市民意識」    日本の単純集計結果

	（％）

1 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
まったく
重要では
ない

非常に
重要である

わからない 無回答

Ａ 選挙のときは必ず投票に行くこと

2014 年 3.4	 2.3	 4.8	 10.2	 12.6	 19.0	 43.4	 3.5	 0.9	
∨ ∧

2004 年 2.5	 2.3	 4.0	 11.3	 11.7	 16.1	 47.9	 3.6	 0.6	

Ｂ 脱税しようとしないこと
2014 年 1.2	 1.0	 1.4	 4.6	 5.5	 12.7	 69.1	 3.6	 0.8	

2004 年 0.9	 0.6	 1.0	 5.2	 6.7	 12.0	 68.4	 4.7	 0.5	

Ｃ 法律や規則を必ず守ること
2014 年 1.0	 0.8	 1.0	 4.8	 7.5	 19.1	 63.4	 1.6	 0.8	

∧ ∨
2004 年 0.4	 0.7	 1.4	 6.1	 9.6	 20.9	 58.2	 2.4	 0.3	

Ｄ 政府の行動に目を光らせること
2014 年 1.9	 1.8	 3.9	 14.7	 17.6	 18.1	 32.5	 8.2	 1.3	

∧
2004 年 1.6	 2.1	 3.0	 13.0	 16.5	 17.9	 37.2	 8.0	 0.7	

Ｅ 社会的団体や政治的団体で活動すること

2014 年 9.5	 8.7	 13.0	 25.1	 13.6	 7.0	 5.3	 16.3	 1.6	
∨

2004 年 9.5	 9.7	 11.6	 26.7	 14.5	 6.5	 6.6	 14.1	 0.8	

Ｆ 意見の違う人たちの考えを理解しようとすること

2014 年 2.3	 1.4	 4.6	 18.8	 20.8	 22.0	 22.7	 6.3	 1.1	
∨

2004 年 1.7	 2.0	 5.4	 16.6	 20.6	 22.6	 22.9	 7.7	 0.4	

Ｇ
少し値段が高くても，政治的，
道徳的，環境保護的な理由で
商品を選ぶこと

2014 年 8.0	 5.5	 10.0	 22.7	 23.0	 13.1	 8.5	 8.3	 0.9	
∨

2004 年 7.9	 6.2	 9.0	 23.8	 20.8	 12.8	 9.5	 9.6	 0.3	

Ｈ 自分より貧しい日本の人たちを助けること

2014 年 2.6	 1.8	 6.2	 23.2	 22.3	 18.5	 17.7	 7.0	 0.8	
∧ ∧

2004 年 1.9	 3.1	 5.1	 22.6	 21.2	 16.4	 21.5	 7.8	 0.4	

Ｉ 自分より貧しい外国の人たちを助けること

2014 年 3.3	 3.6	 9.5	 24.7	 20.2	 15.9	 13.1	 8.9	 0.8	
∨

2004 年 4.4	 4.6	 9.3	 25.8	 20.8	 12.4	 13.3	 9.1	 0.3	

 ※ 結果の中の記号は，2014 年と 2004 年の数字を比較した検定結果（信頼度 95％）であり，2014 年が高ければ「＞」「∨」で，低ければ「＜」「∧」で示した。
 ※ 第 1 問と第 26 問は日本の独自質問
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─社会的寛容度─
第 3問　私たちの社会には，いろいろな団体があります。次の AからＣにあげたようなことを，あなたは認めるべきだと思いますか。
それとも認めるべきでないと思いますか。お考えに近い番号に 1つだけ○をつけてください。

─政治的・社会的活動の経験・意欲有無─
第 4問　次に，人々が行う政治的，社会的な行動をいくつかあげてあります。AからＨのそれぞれについて，あなたはしたことがありま
すか。あてはまる番号に 1つだけ○をつけてください。

（％）

1 ２ ３ ４ ５ ６
絶対に

認めるべきだ
どちらかといえば，
認めるべきだ

どちらかといえば，
認めるべきでない

絶対に
認めるべきでない

わからない 無回答

Ａ 過激な宗教団体が市民集会を開催すること

2014 年 0.9	 4.0	 34.2	 48.8	 11.6	 0.5	

∨ ∧

2004 年 1.2	 3.2	 26.5	 59.5	 9.5	 0.1	

Ｂ
政府を暴力で
倒そうとする人たちが
市民集会を開催すること

2014 年 1.9	 2.4	 23.2	 63.1	 9.0	 0.4	

∨ ∧

2004 年 1.7	 2.5	 20.0	 66.9	 8.6	 0.3	

Ｃ
ある人種や民族に
偏見を持つ人たちが
市民集会を開催すること

2014 年 1.4	 4.0	 32.9	 47.6	 13.5	 0.5	

∨ ∧

2004 年 1.6	 5.4	 27.8	 51.5	 13.3	 0.4	

	（％）

1 ２ ３ ４ ５ ６
過去１年間に
したことがある

過去１年間に
したことはないが，

もっと前にしたことがある

今までしたことはないが，
今後するかもしれない

今までしたことがないし，
今後もするつもりはない

わからない 無回答

Ａ 請願書に署名した

2014 年 10.3	 27.1	 22.4	 27.9	 11.5	 0.8	

∧ ∨

2004 年 20.4	 28.5	 20.1	 19.7	 10.8	 0.5	

Ｂ
政治的，道徳的，環境保護的
な理由で，ある商品を買うのを
拒否したり，意図的に買ったり
した

2014 年 6.4	 9.8	 23.7	 46.2	 12.7	 1.2	

∨ ∧

2004 年 7.7	 8.6	 25.8	 40.1	 16.9	 0.8	

Ｃ デモに参加した

2014 年 0.9	 5.8	 13.5	 74.8	 4.1	 0.9	

∨

2004 年 0.8	 7.0	 15.9	 70.2	 5.3	 0.8	

Ｄ 政治集会に参加した

2014 年 2.7	 7.4	 15.3	 69.0	 5.2	 0.4	

∧ ∨

2004 年 3.9	 10.0	 15.7	 63.4	 6.4	 0.7	

Ｅ
政治家や公務員に
連絡をとって
意見を表明しようとした

2014 年 1.4	 2.9	 17.3	 72.6	 5.3	 0.5	

∧ ∧ ∨

2004 年 2.5	 2.9	 22.4	 65.2	 6.6	 0.4	

Ｆ
社会的，政治的活動の
ために寄付をしたり
募金活動をしたりした

2014 年 10.7	 13.1	 17.8	 51.5	 6.3	 0.6	

∧ ∧ ∨ ∨

2004 年 23.3	 16.4	 14.9	 37.8	 6.9	 0.7	

Ｇ マスコミに連絡，投書，出演などをして意見を表明した

2014 年 0.8	 2.0	 16.6	 75.7	 4.4	 0.5	

∧ ∨

2004 年 1.0	 1.6	 22.2	 69.8	 4.8	 0.4	

H インターネット上で政治的な意見を表明した 2014 年 1.2	 0.6	 13.6	 79.5	 4.8	 0.4	
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─政治ニュース接触頻度─
第 5問　あなたは，テレビや新聞，ラジオ，インターネットなどのメディアで，政治に関するニュースや情報をどの程度見聞きしていま
すか。あてはまる番号に 1つだけ○をつけてください。

	 	 2014年	
	 1.	1 日に数回	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 34.6%
	 2.	1 日に 1回	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 25.6	
	 3.	週に 5，6日	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 7.2	
	 4.	週に 3，4日	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10.3	
	 5.	週に 1，2日	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 8.7	
	 6.	週に 1日未満	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 6.3	
	 7.	まったく見聞きしていない	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4.3	
	 8.	わからない	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2.6	
	 9.	無回答	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.4	
	
─ 1 日平均接触人数─
第 6問　あなたはふだん，1日に平均何人ぐらいの人と接していますか（平日に接する人数で，一緒に住んでいる人を含みます）。あて
はまる番号に 1つだけ○をつけてください。なお，ここで「接している」というのは，1対 1で雑談，会話，議論したりすることで，
直接会うだけでなく，電話や手紙，インターネットを使う場合も含みます。ただし，相手はあなたが知っている人に限ります。

	 	 2014年	
	 1.	0 ～ 4人	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 26.8%
	 2.	5 ～ 9人　	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 29.6	
	 3.	10 ～ 19人	‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 25.4	
	 4.	20 ～ 49人	‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12.1	
	 5.	50 人以上	‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4.1	
	 6.	わからない	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1.8	
	 7.	無回答	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.3	
	
─団体への所属有無─
第 7問　私たちはいろいろな団体に所属することがあります。次の Aから Eにあげる団体にあなたは所属していますか。あてはまる番
号に 1つだけ○をつけてください。

	

	（％）

1 ２ ３ ４ ５ ６
所属して，

活発に参加している
所属しているが，
活発には

参加していない

以前は
所属していたが，
今は所属していない

一度も
所属したことがない

わからない 無回答

Ａ 政党

2014 年 0.9	 4.2	 4.9	 85.1	 3.5	 1.4	

2004 年 0.9	 4.1	 4.4	 86.2	 3.8	 0.7	

Ｂ 労働組合，商業団体，専門家の団体

2014 年 2.3	 10.2	 15.0	 66.9	 4.0	 1.6	

∨

2004 年 2.2	 11.2	 16.5	 65.1	 4.3	 0.7	

Ｃ 宗教団体

2014 年 2.1	 5.1	 3.8	 83.4	 3.3	 2.4	

∨

2004 年 3.1	 4.9	 3.2	 84.7	 3.4	 0.7	

Ｄ スポーツ，レジャー，文化活動のグループ

2014 年 13.4	 9.8	 25.9	 46.1	 3.5	 1.4	

∧ ∨

2004 年 12.5	 9.7	 22.9	 50.0	 4.3	 0.6	

Ｅ
それ以外の
団体・グループ
（具体的に）

2014 年 4.3	 2.5	 3.3	 64.5	 17.5	 7.8	

∨ ∧ ∧ ∨ ∨

2004 年 2.7	 2.8	 5.2	 73.6	 12.5	 3.1	
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─民主主義の権利で重要なこと─
第 8問　民主主義における人々の権利について，いろいろな意見があります。次にあげるようなことを，あなたはどのくらい重要だと思
いますか。Aから I のそれぞれについて，「1」（まったく重要ではない）から「7」（非常に重要である）までの番号に 1つだけ○をつ
けてください。

─政治的有効性感覚と知識─
第 9問　次にあげるような意見について，あなたはどう思いますか。AからDのそれぞれについて，あなたのお考えに近い番号に 1つ
だけ○をつけてください。

	（％）

1 ２ ３ ４ ５ ６ 7 8 9

まったく
重要では
ない

非常に
重要で
ある

わからない 無回答

Ａ すべての国民が適度な生活水準にあること
2014 年 1.4	 0.7	 2.0	 8.9	 15.2	 18.6	 46.3	 6.5	 0.4	

∧
2004年 0.9	 1.6	 1.9	 10.6	 13.4	 17.6	 47.7	 5.9	 0.4	

Ｂ 行政がマイノリティー（少数者集団）の権利を尊重し保護すること

2014 年 4.8	 3.8	 6.5	 19.3	 16.1	 11.6	 10.7	 26.7	 0.6	
∧

2004年 6.3	 5.5	 5.6	 19.6	 14.4	 10.9	 11.0	 25.9	 0.7	

Ｃ 人々が公的な決定に参加できる機会を増やすこと

2014 年 1.8	 1.6	 3.8	 15.3	 18.5	 20.4	 21.4	 15.8	 1.3	
∨ ∨ ∨ ∨ ∨ ∧ ∨ ∨

2004年 0.9	 0.6	 1.1	 7.9	 13.1	 20.8	 45.2	 9.9	 0.5	

Ｄ 政府のすることに異議があるとき，それに従わない行動を取ること

2014 年 4.1	 4.6	 7.8	 22.3	 15.5	 9.9	 8.5	 26.2	 0.9	
∨ ∧

2004年 3.3	 3.6	 4.8	 19.9	 14.9	 10.9	 13.0	 29.3	 0.4	

E どのような状況にあっても，政府が民主的な権利を尊重すること 2014 年 2.0	 0.9	 2.6	 12.1	 13.3	 16.8	 32.0	 19.0	 1.2	

F 重大な犯罪で有罪となった人が，国民としての権利を失うこと 2014 年 4.6	 3.5	 5.6	 14.8	 10.7	 11.7	 19.3	 28.9	 1.0	

G その国に長期間住んでいる外国人が，国政選挙で投票権をもつこと 2014 年 9.0	 4.6	 5.8	 15.3	 13.5	 15.8	 14.5	 20.8	 0.7	

H 選挙で「投票しなくてもいい」という権利を国民がもつこと 2014 年 19.5	 8.9	 6.3	 16.6	 8.0	 6.3	 10.7	 22.3	 1.4	

I すべての人に医療が提供されること 2014 年 1.1	 0.8	 1.0	 4.8	 5.9	 13.2	 66.5	 5.9	 0.8	

（％）

1 ２ ３ ４ ５ ６ 7

そう思う どちらかと
いえば，
そう思う

どちらとも
いえない

どちらかと
いえば，
そうは
思わない

そうは
思わない

わからない 無回答

Ａ 私のような一介の市民は，政府のすることに発言する資格がない

2014 年 4.0	 6.6	 12.5	 16.5	 53.1	 7.0	 0.4	

2004年 4.4	 5.6	 11.5	 16.1	 54.7	 7.5	 0.3	

Ｂ 私のような一介の市民が考えていることを政府はあまり気にかけていないと思う

2014 年 34.1	 26.9	 16.4	 7.3	 7.8	 7.0	 0.4	
∧ ∨ ∨ ∨

2004年 40.4	 29.2	 13.4	 5.0	 5.1	 6.8	 0.1	

Ｃ 日本が直面している重要な政治的課題を，私はかなりよく理解していると思う

2014 年 5.5	 16.6	 34.8	 15.0	 15.2	 12.4	 0.5	
∧ ∨

2004年 4.6	 19.7	 37.1	 13.0	 12.1	 13.2	 0.3	

Ｄ ほとんどの日本人は，私より政治や政府についてよく知っていると思う

2014 年 6.4	 14.6	 40.2	 14.3	 11.9	 12.1	 0.4	
∨

2004年 7.1	 11.5	 40.6	 15.0	 11.5	 14.1	 0.3	
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─国会に働きかける可能性─
第 10問　仮に，あなたが不当だと思う法律や有害だと思う法律が，国会で審議されているとします。そのようなとき，あなたが自分ひ
とりで，あるいは誰かと一緒に，そのことに対して，何かしようとする可能性はどのくらいあると思いますか。

	 	 2014年	 2004年
	 1.	大いにあると思う	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3.3	 	 3.7%
	 2.	まああると思う	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15.0	 	 15.1	
	 3.	あまりないと思う	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 43.2	 	 44.3	
	 4.	まったくないと思う	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 26.4	 ＞	 22.1	
	 5.	わからない	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11.9	 ＜	 14.7	
	 6.	無回答	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.2	 	 0.1	
	 　		　
─国会が働きかけを考慮する可能性─
第 11問　では，そのような努力をしたとき，国会があなたの要求を考慮する可能性はどのくらいあると思いますか。
	 	 2014年	 2004年
	 1.	大いにあると思う	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.6		 	 0.5%	
	 2.	まああると思う	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4.7		 	 5.4	
	 3.	あまりないと思う	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 37.5		 	 40.7	
	 4.	まったくないと思う	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 42.1		 	 39.6	
	 5.	わからない	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14.8		 	 13.6	
	 6.	無回答	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.4		 	 0.1	

─政治への関心度─
第 12問　あなたは，政治にどのくらい関心がありますか。
	 	 2014年	 2004年
	 1.	非常に関心がある	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 7.4		 	 7.9%	
	 2.	ある程度関心がある	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 53.2		 	 55.5	
	 3.	あまり関心がない	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 29.8		 ＞	 26.4	
	 4.	まったく関心がない	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5.3		 	 6.0	
	 5.	わからない	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4.1		 	 4.1	
	 6.	無回答	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.2		 	 0.1	

─政治的に右派か左派か─
第 13問　政治では，左派や右派という言い方をすることがあります。次のように，0を左派，10を右派とした場合，あなた自身は 0
から 10のどこになると思いますか。あてはまる番号に 1つだけ○をつけてください。

	 	 2014年	
	 0.	左派	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.5％
	 1.		 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.2	
	 2.		 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1.4	
	 3.		 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3.3	
	 4.		 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3.6	
	 5.		 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 24.7	
	 6.		 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4.9	
	 7.		 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 6.3	
	 8.		 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5.0	
	 9.		 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1.1	
	10.	右派	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1.5	
	11.	わからない	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 47.0	
	12.	無回答	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.4	
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─政治への信頼度─
第 14問　次のような意見について，あなたはどう思いますか。A，Ｂそれぞれについて，あなたのお考えに近い番号に 1つだけ○をつ
けてください。

─人間への不信感─
第 15問　人間というものは，機会があれば人の弱みにつけ込もうとしていると思いますか。それとも，そんなことはしないようにして
いると思いますか。あなたのお考えに一番近い番号に 1つだけ○をつけてください。

	 	 2014年	 2004年
	 1.	いつでも，人の弱みにつけ込もうとしている	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4.3		 	 5.1%	
	 2.	たいてい，人の弱みにつけ込もうとしている	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 19.4		 ＜	 24.9	
	 3.	たいてい，そんなことはしないようにしている	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 39.0		 ＞	 34.8	
	 4.	いつでも，そんなことはしないようにしている	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 23.6		 	 22.3	
	 5.	わからない	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13.4		 	 12.7	
	 6.	無回答	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.3		 	 0.2	

─人間への信頼感─
第 16問　それでは，他人と接するときには，相手の人を信頼してよいと思いますか。それとも，用心したほうがよいと思いますか。あ
なたのお考えに一番近い番号に 1つだけ○をつけてください。

	 	 2014年	 2004年
	 1.	いつでも，信頼してよい	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.6		 	 1.0％	
	 2.	たいてい，信頼してよい	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 29.8		 	 27.8	
	 3.	たいてい，用心したほうがよい	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 44.0		 	 47.1	
	 4.	いつでも，用心したほうがよい	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15.2		 	 13.5	
	 5.	わからない	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10.1		 	 10.5	
	 6.	無回答	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.3		 	 0.1	

─政治の話の頻度─
第 17問　あなたは，友だちや親せき，仕事仲間といっしょのときに，政治の話をすることがどのくらいありますか。
	 	 2014年	 2004年
	 1.	よくある	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4.1		 	 5.1%	
	 2.	ときどきある	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 39.7		 ＜	 43.3	
	 3.	めったにない	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 39.0		 	 37.0	
	 4.	まったくない	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14.9		 	 12.7	
	 5.	わからない	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2.1		 	 1.8	
	 6.	無回答	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.1		 	 0.1	

─政治の話で相手を同意させようとする頻度─
第 18問　あなたが政治のことで強い意見を持っているとき，友だちや親せき，仕事仲間に対して，自分の意見に同意させようとするこ
とはどのくらいありますか。

	 	 2014年	 2004年
	 1.	よくある	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.8		 ＜	 1.7%	
	 2.	ときどきある	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12.6		 ＜	 17.2	
	 3.	めったにない	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 44.3		 	 41.6	
	 4.	まったくない	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 35.5		 	 33.4	
	 5.	わからない	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 6.6		 	 6.0	
	 6.	無回答	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.1		 	 0.1	

（％）

1 ２ ３ ４ ５ ６ 7

そう思う どちらかと
いえば，
そう思う

どちらとも
いえない

どちらかと
いえば，

そうは思わない

そうは
思わない

わからない 無回答

Ａ
たいていの場合，政治家は
正しいことをしていると
信頼してよい

2014 年 0.9	 7.8	 31.3	 23.8	 30.2	 5.0	 0.9	

∨

2004年 0.5	 7.9	 29.2	 24.2	 33.2	 4.8	 0.2	

Ｂ
ほとんどの政治家は，
自分の得になることだけを
考えて政治にかかわって
いる

2014 年 17.4	 32.3	 27.1	 11.4	 5.8	 5.3	 0.7	

∧

2004年 21.7	 34.2	 24.1	 9.5	 4.8	 5.3	 0.3	
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─政党活動と国民投票─
第 19問　次にあげるような意見について，あなたはどう思いますか。AからCのそれぞれについて，あなたのお考えに近い番号に 1つ
だけ○をつけてください。

─選挙集計・発表の公正さ─
第 20問　昨年 7月の参議院選挙では，票の集計や発表はどの程度公正に行われたと思いますか。あなたのお考えに一番近い番号に 1つ
だけ○をつけてください。

	 	 2014年	 2004年
	 1.	非常に公正だった	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 9.0		 ＜	 12.0%	
	 2.	まあ公正だった	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 36.8		 ＜	 43.3	
	 3.	どちらともいえない	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 17.7		 	 15.9	
	 4.	あまり公正でなかった	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4.1		 ＞	 1.9	
	 5.	まったく公正でなかった	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1.4		 ＞	 0.6	
	 6.	わからない	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 30.6		 ＞	 26.2	
	 7.	無回答	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.4		 	 0.1	

─選挙運動の公正さ─
第 21問　では，参議院選挙で，候補者や政党の選挙運動の機会はどの程度公平だったと思いますか。あなたのお考えに一番近い番号に
1つだけ○をつけてください。

	 	 2014年	 2004年
	 1.	非常に公平だった	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3.1		 	 2.1%	
	 2.	まあ公平だった	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 27.6		 ＜	 34.4	
	 3.	どちらともいえない	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 26.9		 	 25.8	
	 4.	あまり公平でなかった	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 7.2		 	 6.0	
	 5.	まったく公平でなかった	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1.5		 	 1.0	
	 6.	わからない	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 33.4		 	 30.6	
	 7.	無回答	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.3		 	 0.1	

─行政の奉仕の熱心さ─
第 22問　日本の行政機関は，国民への奉仕にどのくらい熱心だと思いますか。あなたのお考えに一番近い番号に 1つだけ○をつけてく
ださい。

	 	 2014年	 2004年
	 1.	非常に熱心である	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1.3		 	 0.6%	
	 2.	まあ熱心である	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 17.8		 ＞	 13.8	
	 3.	あまり熱心ではない	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 45.6		 ＜	 52.3	
	 4.	まったく熱心ではない	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12.9		 	 15.3	
	 5.	わからない	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 21.9		 ＞	 17.8	
	 6.	無回答	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.4		 	 0.3	
	 	 	

（％）

1 ２ ３ ４ ５ ６ 7

そう思う どちらかと
いえば，
そう思う

どちらとも
いえない

どちらかと
いえば，

そうは思わない

そうは
思わない

わからない 無回答

Ａ 政党は人々が政治に活発にかかわるよう働きかけている

2014 年 3.1	 12.7	 26.8	 23.0	 20.0	 13.6	 0.9	

∨ ∧

2004年 3.2	 9.7	 27.0	 24.1	 23.4	 12.1	 0.6	

Ｂ 政党は有権者に本当の政策選択を示していない

2014 年 16.2	 27.8	 26.4	 7.7	 4.3	 16.6	 1.0	

∧ ∧ ∨

2004年 19.2	 31.3	 24.3	 7.1	 3.7	 13.8	 0.5	

Ｃ
国民投票は重要な
政治問題を解決するための
よい方法である

2014 年 23.8	 29.8	 23.7	 5.5	 4.8	 11.5	 1.0	

∧ ∨ ∨ ∨

2004年 30.6	 30.6	 20.6	 3.5	 4.0	 10.4	 0.3	
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─行政の汚職の広がり─
第 23問　日本の行政機関には汚職はどのくらい広がっていると思いますか。あなたのお考えに一番近い番号に 1つだけ○をつけてくだ
さい。

	 	 2014年	 2004年
	 1.	ほとんどかかわっている人はいない	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3.3		 	 2.2%	
	 2.	少しの人が，かかわっている	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 25.7		 ＞	 14.8	
	 3.	ある程度の人が，かかわっている	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 32.6		 ＜	 36.8	
	 4.	多くの人が，かかわっている	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16.4		 ＜	 27.6	
	 5.	ほとんど全員が，かかわっている	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4.0		 ＜	 8.0	
	 6.	わからない	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 17.5		 ＞	 10.4	
	 7.	無回答	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.6		 ＞	 0.1	

─日本の民主主義はうまくいっているか─
第 24問　次の AからCについて，あなたはどう思いますか。0（まったくうまくいっていない）から 10（非常にうまくいっている）
までの番号に 1つだけ○をつけてください。

 ※1　B は「まったくうまくいっていなかった」　　※2　B は「非常にうまくいっていた」

─政治ニュース接触度─
第 25問　あなたはふだん，次のAからDにあげたことをどのくらいしていますか。

 ※A は「まったく読まない」，B は「まったく見ない」，C は「まったく聞かない」

─外国人に対する態度─
第 26問　次にあげるようなことについて，あなたは賛成ですか，それとも反対ですか。AからCのそれぞれについて，あなたのお考え
に近い番号に 1つだけ○をつけてください。

（％）

1 ２ ３ ４ ５ ６ 7 8 9

１日に数回 １日に１回	 週に
５，６日

週に
３，４日

週に
１，２日

週に
１日未満

まったく
しない

わからない 無回答

A 新聞の政治面を読む 2014 年 5.6	 31.3	 5.0	 8.1	 11.1	 9.1	 27.4	 2.2	 0.2	

B テレビで政治関連のニュースを見る 2014 年 28.2	 31.4	 6.9	 9.2	 9.9	 5.9	 6.9	 1.4	 0.1	

C ラジオで政治関連のニュースを聞く 2014 年 6.0	 8.9	 3.1	 4.1	 7.0	 6.3	 61.6	 2.6	 0.4	

D インターネットで政治関連のニュースや情報を入手する 2014 年 10.4	 8.2	 3.3	 5.3	 7.2	 6.4	 55.1	 3.6	 0.7	

（％）

0 1 ２ ３ ４ ５ ６ 7 8 9 10 11 12
い
っ
て
い
な
い

う
ま
く

ま
っ
た
く

い
っ
て
い
る

非
常
に
う
ま
く

わ
か
ら
な
い

無
回
答

A
現在の日本の民主主義は，
どのくらいうまくいっていると
思いますか。

2014 年 2.1	 1.6	 4.1	 11.0	 8.3	 17.3	 11.1	 13.4	 9.2	 2.0	 1.2	 18.3	 0.3	

B
10 年前の日本の民主主義は，
どのくらいうまくいっていたと
思いますか。

2014 年 1.1	 1.1	 2.7	 8.2	 8.5	 17.0	 10.5	 10.6	 7.7	 2.0	 0.7	 29.6	 0.3	

C
10 年後の日本の民主主義は，
どのくらいうまくいっていると
思いますか。

2014 年 3.5	 2.8	 5.3	 9.7	 6.4	 13.2	 7.3	 8.3	 6.1	 2.2	 1.5	 33.3	 0.3	

（％）

1 ２ ３ ４ ５
賛成 どちらかといえば，

賛成
どちらかといえば，

反対
反対 無回答

A 日本に住んでいる外国人が，日本人と同じ福祉や医療を受けること

2014 年 26.5	 51.8	 15.8	 4.9	 1.0	
∧ ∨ ∨ ∨

2004年 36.7	 47.1	 12.6	 2.9	 0.7	

B
日本に定住している外国人に，
自治体の選挙で投票や立候補が
できる権利を与えること

2014 年 20.2	 42.4	 26.0	 10.3	 1.2	
∧ ∨ ∨

2004年 28.7	 43.1	 20.1	 7.1	 0.9	

C
働き手の足りない分野に，
外国から単純労働者の受け入れを
認めること

2014 年 19.0	 51.0	 22.9	 5.8	 1.3	
∨ ∧ ∧

2004年 17.2	 45.9	 27.3	 8.8	 0.7	

 ※2

 ※

 ※1
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全　体
男の年層 女の年層

16 ～ 19 歳 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳以上 16 ～ 19 歳 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳以上
1,593 人 36 72 107 135 116 136 172 30 77 93 156 129 148 186 
100.0% 2.3 4.5 6.7 8.5 7.3 8.5 10.8 1.9 4.8 5.8 9.8 8.1 9.3 11.7 

全　体
男の年層 女の年層

16 ～ 19 歳 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳以上 16 ～ 19 歳 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳以上
1,343 人 39 72 95 99 123 109 89 30 80 121 116 138 112 120 
100.0% 2.9 5.4 7.1 7.4 9.2 8.1 6.6 2.2 6.0 9.0 8.6 10.3 8.3 8.9 

全　体
地域ブロック

北海道・
東北

関東・
甲信越

東海・
北陸 近畿 中国・

四国
九州・
沖縄

1,593 人 198 595 234 241 146 179
100.0% 12.4 37.4 14.7 15.1 9.2 11.2 

全　体
地域ブロック

北海道・
東北

関東・
甲信越

東海・
北陸 近畿 中国・

四国
九州・
沖縄

1,343 人 171 488 196 192 137 159
100.0% 12.7 36.3 14.6 14.3 10.2 11.8 

全　体
性 年　　　　層

男性 女性 16 ～ 19 歳 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳以上
1,593 人 774 819 66 149 200 291 245 284 358
100.0% 48.6 51.4 4.1 9.4 12.6 18.3 15.4 17.8 22.5 

全　体
性 年　　　　層

男性 女性 16 ～ 19 歳 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳以上
1,343 人 626 717 69 152 216 215 261 221 209
100.0% 46.6 53.4 5.1 11.3 16.1 16.0 19.4 16.5 15.6 

【2014 年】サンプル構成

【2004 年】サンプル構成
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